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日本 TAT研究会 

第 7 回研修会のご案内 

 

私たちの日本 TAT 研究会は、今年（2025 年）で、7 回目を迎えることになりました。 

この研究会を進めていく運営委員会の誕生は、2015 年 11 月でしたので、10 年という年

月が経過しようとしていることになります。 

 運営委員会としては、振り返ることなく、前だけを向いて走って来ることが出来ました

のは、この研究会にご参集してくださった 200 人超の研究会会員の皆様のおかげだと、

受けとめております。 

 

 そこで、今回の研究会では、次の 2 つのテーマを設定しました。 

 

（１）事例検討 

昨年に引き続き、氏原 寛先生の TAT 事例＊を取り上げ、分析・解釈を展開するこ

とにより、TAT の解釈論を学び、深める。 

《担当；鹿児島大学 関山 徹》 

*ロールシャッハ・テストと TAT の解釈読本：臨床的理解を深めるために,培風館,2005 年 

 

（２）TAT の原点と展開 

TAT 解釈について、以下の文献をもとに考えてみる。 

① HA,Murray “Explorations in Personality (1938)” 外林大作訳(1963)において、

HA,Murray が考えていた”exploration”（探検、調査、問題の検討、触診）が臨床心

理学的研究の展開の中で、どのように展開し、深まっていったのか。 

戸川行男（1959）「TAT 心理診断法双書」中山書店の指摘からの展開。 

② A Handbook of Clinical Scoring System for Thematic Apperception Techniques. 

Sharon Rae Jenkins (2008) ＜794ページの書籍＞においては、38の研究を 5領

域に分類して紹介している。 

③ HA.Murray の原点を、あらためて考える。 

《担当；愛知県立大学 赤塚大樹》  

 

 このような研究会の流れで、今回もいつもの明治大学のアカデミーコモンで、いつもの

ようにお会いしたいと考えております。 

                          2025 年 2 月 20 日 

                          日本 TAT 研究会 
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日本 TAT 研究会 第 7回研修会 

************************************************************************************** 

1 部 事例検討  

分析・解釈者：関山  徹（鹿児島大学） 

司 会 ：高瀬 由嗣（明 治 大 学） 

 

事例：以下の文献で紹介されているＴＡＴ事例 

氏原寛（2005）第 8章 TATの解釈例－テストバッテリーをめぐって． 

ロールシャッハ・テストと TATの解釈読本 臨床的理解を深めるために 

培風館 pp.188-207． 

 

2 部 TAT の展開 

話 題 提 供 者 ：赤塚 大樹（愛知県立大学） 

司  会   ：土屋 マチ（愛知みずほ大学） 

  

************************************************************************************** 

日程・プログラム 

 

◇ 日時：2025 年 5 月 18 日（日） 

受付開始時刻 10：00 ／開会時刻 10：30／終了時刻 17：00 

◇ 会場：明治大学 駿河台キャンパス アカデミーコモン 9 階 309B 教室 

     〒101-8301 東京都千代田区神田駿河台 1－1 

◇ 参加費：４,０００円  

◇ 定員：90 名 
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会場案内 

明治大学 駿河台キャンパス 

◆JR 中央線・総武線、東京メトロ丸ノ内線／御茶ノ水駅 下車徒歩 3 分 

◆東京メトロ千代田線／新御茶ノ水駅 下車徒歩 5 分 

◆都営地下鉄三田線・新宿線、東京メトロ半蔵門線／神保町駅 下車徒歩 5 分 

     

 

アカデミーコモン 9 階 309B 教室 
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参加申込要領  

対象     日本 TAT 研究会 会員 

 

申込方法   以下の Forms の URL からお申込み下さい。研修会参加のご希望があり、本研究会 

      の会員でない方は、申込 Forms にて「未会員のため、会員登録希望」をご選択ください。 

      これにより会員登録を行いますので、事務局への会員登録希望のご連絡は不要です。 

会員登録条件を満たさない場合は、事務局よりご連絡させていただきます。対象は、医療・ 

教育・福祉・矯正関係等で心理臨床に関わり守秘義務のある方（それに準ずる大学院生含む）。 

 お申込み→ https://forms.gle/SUhpPGnGQrMTDQE19 

 

参加費は 5月 1日（木）までに下記口座にお振込み下さい。 

振込手数料は、ご負担下さい。領収書は、研修会当日にお渡しいたします。 

≪振込口座≫  

・口座名：日本 TAT 研究会 名古屋支部 

・郵便局から振り込まれる方は、記号 12080、番号 19042521 

       ・他行から振り込まれる方は、店名 208（読み：ニゼロハチ）、店番 208、 

        普通預金、口座番号 1904252 

 

申込期限  2025 年 5 月 1 日（木）まで 

  ※研修会で使用する TATプロトコルを事前にメールにて送付いたします。 

4月 11日（金）までにお申込・参加費の入金確認ができた方には、4月 18日（金）までに送信します。 

4月 14日（月）以降にお申込・お振込いただいた場合は、5月 9日（金）までにお送りいたします。 

 

その他連絡事項   本研修会は、臨床心理士資格取得者のための研修機会として申請予定です。 

          研修証明書は、研修会終了後にお渡しいたします。 

 

お問い合わせ      日本 TAT 研究会事務局 

          e-mail：j.society.tat@gmail.com 

 

※  お近くに本研究会への会員登録をご希望される方がいらっしゃいましたら、事務局までご連絡をいた 

だきますようお伝えください（会員登録料不要）。ご連絡の際は、①氏名、②氏名フリガナ、③ご所属、 

④メールアドレス、⑤臨床心理士の方は登録番号をお知らせ下さい。 

第 7 回研修会にご参加される方は、研修会参加申込 Forms からお申込いただくことで、会員登録を 

行いますので、事務局へのご連絡には及びません。本研究会や研修会について、ご不明点などがござい 

ましたら事務局へメールにてご連絡ください。 

https://forms.gle/SUhpPGnGQrMTDQE19
mailto:tsuchi8a@yamanashi-eiwa.ac.jp

